
令和５年度野田市要保護児童対策地域協議会

第２回代表者会議次第

日時 令和６年２月１３日（火）

午後３時００分から

場所 保健センター３階 大会議室

１ 開会

２ 副市長挨拶

３ 会長挨拶

４ 議題

（１）野田市虐待防止条例について （公開）

（２）令和６年度事業計画（案）について （公開）

（３）令和５年度の児童虐待について（統計） （公開）

（４）児童虐待防止推進月間の事業報告について （公開）

（５）野田市における要保護児童の事例検討について （非公開）

・要保護児童の事例検討

（６）その他

５ 閉会
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野田市虐待防止条例

目次

前文

第１章 総則（第１条―第９条）

第２章 児童虐待（第１０条―第２１条）

第３章 高齢者虐待

第１節 養護者による高齢者虐待（第２２条―第３０条）

第２節 養介護施設従事者等による高齢者虐待（第３１条―第３５条）

第４章 障がい者虐待（第３６条―第４６条）

第５章 虐待防止対策庁内連絡会（第４７条）

第６章 議会への報告（第４８条・第４９条）

第７章 雑則（第５０条・第５１条）

附則

本市では、平成３１年１月に発生した、あってはならない痛ましい児童虐待

死亡事件を踏まえ、悲惨な事件の犠牲者を二度と出すことがないよう、「直ち

に実施できるものは、直ちに実施する」との方針に基づき、様々な取組を実施

するとともに、児童及び家族にしっかりと接触し、向き合い、児童を守り通す

組織とすることで、事件の再発防止に全力で取り組んできた。

しかし、本市における児童虐待はいまだ後を絶たず、全国的にも増加の一途

をたどっている。さらに、高齢者及び障がい者に対する痛ましい虐待も後を絶

たず、大きな社会問題となっている。

今もなお、虐待又は暴力に苦しみ、その痛みにじっと耐え、助けを求めてい

る被養護者等がいる一方、子育て、介護若しくは支援に悩み、又は疲れ、助け

を求めている養護者等もいる。

助けを求めている方々に、手を差し伸べることができるのは私たち一人一人

である。

私たちは、虐待を未然に防止するために、その背景にも目を向け、できる限

りの対策を推進することにより、家庭、施設等における虐待の芽を早期に摘み

資料１



2

取るとともに、被養護者等の権利の侵害及び被害に対しては、その解決に全力

を尽くす。

私たちは、「あなたの人格と人権を尊重する」・「あなたを守る」・「あな

たの権利を守る」という強い覚悟を持って、虐待に陥る前段でのアウトリーチ

を含めた相談支援について、最大限の強化を図り、被養護者等はもとより、養

護者、保護者、配偶者、妊産婦等に寄り添い、市、関係機関、養護者等、施設

等関係者、関係団体及び地域社会が、「あらゆる虐待を起こさせない」・「虐

待の加害者をつくらない」ため、その責務及び役割を果たし、連携し、市民の

生命及び安全で安心な生活を守るとともに、事件後に高まった虐待防止に対す

る意識を風化させないために、この条例を制定する。

第１章 総則

（目的）

第１条 この条例は、児童、高齢者及び障がい者（以下「被養護者等」という｡)

に対する虐待の防止を図り、もって被養護者等の権利利益の擁護に資するこ

とにより、虐待のない社会を確立し、「夢のある住みよいまち」・「元気で

明るい家庭を築けるまち」を実現することを目的とする。

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。

(1) 児童 児童虐待の防止等に関する法律（平成１２年法律第８２号。以下

「児童虐待防止法」という。）第２条に規定する児童をいう。

(2) 高齢者 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法

律（平成１７年法律第１２４号。以下「高齢者虐待防止法」という。）第

２条第１項に規定する高齢者をいう。

(3) 障がい者 障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する

法律（平成２３年法律第７９号。以下「障害者虐待防止法」という。）第

２条第１項に規定する障害者をいう。

(4) 虐待 児童虐待防止法第２条に規定する児童虐待（以下「児童虐待」と

いう。）、高齢者虐待防止法第２条第３項に規定する高齢者虐待（以下「

高齢者虐待」という。）及び障害者虐待防止法第２条第２項に規定する障
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害者虐待（以下「障がい者虐待」という。）をいう。

(5) 関係機関 関係行政機関、保健、福祉及び介護サービス実施機関、教育

機関、医療関係機関その他虐待、暴力等の防止に関係する機関をいう。

(6) 養護者等 児童虐待防止法第２条に規定する保護者（以下「保護者」と

いう。）、高齢者虐待防止法第２条第２項に規定する養護者（第３章にお

いて「養護者」という。）及び障害者虐待防止法第２条第３項に規定する

養護者（第４章において「養護者」という。）をいう。

(7) 施設等関係者 被養護者等が入所し、利用し、若しくはサービスの提供

を受ける施設又は事業所の関係者をいう。

(8) 関係団体 市内において被養護者等及び養護者等の支援を目的に活動を

行う団体をいう。

(9) 通告 児童虐待防止法第６条第１項の規定による通告をいう。

(10) 児童相談所 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第１２条第１

項に規定する児童相談所をいう。

(11) 児童委員 児童福祉法第１６条第１項に規定する児童委員をいう。

(12) 要保護児童 児童福祉法第６条の３第８項に規定する要保護児童をい

う。

(13) 要保護児童対策地域協議会 児童福祉法第２５条の２第１項の規定に

より市が設置する要保護児童対策地域協議会をいう。

(14) 子ども家庭総合支援拠点 児童福祉法第１０条の２の規定により市が

整備する拠点をいう。

(15) 子育て世代包括支援センター 母子保健法（昭和４０年法律第１４１

号）第２２条第１項の規定により市が設置する母子健康包括支援センター

をいう。

(16) アウトリーチ 対象者からの働きかけを待つのではなく、積極的に対

象者のいる場所に出向いて必要なサービス又は情報を届けるように行動す

ることをいう。

(17) レスパイトケア 子育て又は介護を行う養護者等の精神的及び身体的

負担を軽減する支援をいう。

(18) 養護者による高齢者虐待 高齢者虐待防止法第２条第４項に規定する
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養護者による高齢者虐待をいう。

(19) 高齢者なんでも相談室 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１

１５条の４６第２項又は第３項の規定により設置する地域包括支援センタ

ーをいう。

(20) 民生委員 民生委員法（昭和２３年法律第１９８号）に規定する民生

委員をいう。

(21) 養介護施設従事者等による高齢者虐待 高齢者虐待防止法第２条第５

項に規定する養介護施設従事者等による高齢者虐待（同条第６項の規定の

適用を受けるものを含む。）をいう。

(22) 養介護施設 高齢者虐待防止法第２条第５項第１号に規定する養介護

施設をいう。

(23) 養介護事業 高齢者虐待防止法第２条第５項第２号に規定する養介護

事業をいう。

(24) 障害者福祉施設従事者等による障がい者虐待 障害者虐待防止法第２

条第７項に規定する障害者福祉施設従事者等による障害者虐待をいう。

(25) 使用者による障がい者虐待 障害者虐待防止法第２条第８項に規定す

る使用者による障害者虐待をいう。

(26) 障がい者基幹相談支援センター 障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号。以下「障害者総

合支援法」という。）第７７条の２第２項又は第４項の規定により設置す

る基幹相談支援センターをいう。

(27) 中核地域生活支援センター 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）

第１０８条に規定する都道府県地域福祉支援計画である千葉県地域福祉支

援計画に千葉県独自事業として位置付けられている施設をいう。

(28) 自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会 障害者総合支援法第８

９条の３第１項の規定及び障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律（平成２５年法律第６５号）第１７条第１項の規定により市が設置する

協議会をいう。

（基本理念）

第３条 虐待は、被養護者等の人権を著しく侵害し、心身の健康又は生命に深
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刻な影響を及ぼす行為であることから、何人も虐待をしてはならない。

２ 虐待の予防その他の虐待の防止、虐待の早期発見並びに虐待を受けた被養

護者等及びその養護者等に対する支援（以下「虐待の防止等」という。）に

関する施策及び活動の推進は、生命及び尊厳を守ることを最優先に、被養護

者等の人権及び利益が最大限に考慮されるとともに、養護者等の人権が尊重

されることを旨として、行われなければならない。

３ 養護者等に対する支援は、それが虐待の予防に資するものであることに鑑

み、虐待の加害者をつくらないためにも、養護者等による虐待のおそれがな

くなるまで切れ目なく行われなければならない。

４ 市、関係機関、養護者等、施設等関係者、関係団体及び市民は、それぞれ

の責務及び役割を自覚し、主体的に、かつ、連携して、虐待のない社会を確

立し、「夢のある住みよいまち」・「元気で明るい家庭を築けるまち」の実

現に向けて取り組まなければならない。

５ 全ての市民は、被養護者等の特性を理解し、相互に人格及び個性を尊重し、

地域社会の絆の維持及び強化を図るとともに、共生社会の実現に向けて取り

組まなければならない。

（市の責務）

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっ

とり、全ての被養護者等の生命及び人権を守るため、関係機関と密接に連携

して、虐待の防止等に関する施策を総合的に推進しなければならない。

２ 市は、基本理念にのっとり、虐待を受けた被養護者等（虐待を受けたと思

われる被養護者等を含む。）を発見し、又は虐待（そのおそれを含む。）に

係る通告、通報若しくは届出を受けたときは、当該被養護者等の安全の確保

及び生命を守ることを最優先に関係機関と連携し、迅速かつ適切な措置を講

じなければならない。

３ 市は、基本理念にのっとり、関係機関との相互連携、役割、対応方法等を

明確にするため、市独自の虐待対応マニュアルを作成し、随時見直しを行わ

なければならない。

４ 市は、関係団体に対し、虐待を受けた被養護者等及びその養護者等に対す

る支援に係る知識の提供その他の必要な支援を行うとともに、市民及び関係



6

団体と連携し、養護者等が安心して子育て又は介護ができる社会を実現しな

ければならない。

（関係機関の責務）

第５条 関係機関は、基本理念にのっとり、市が実施する虐待の防止等に関す

る施策及び活動の推進に係る取組に協力するよう努めなければならない。

２ 関係機関は、虐待の防止等の職務に携わる職員に対する段階に応じた研修

の実施その他の当該職員の資質の向上を図るために必要な措置を講じなけれ

ばならない。

（養護者等の責務）

第６条 養護者等は、しつけ、教育、指導、支援、配慮等のいかなる理由にか

かわらず、被養護者等に対し、虐待をしてはならない。

２ 養護者等は、基本理念にのっとり、自らが被養護者等の安全の確保につい

て重要な責任を有していることを認識し、市及び関係機関による支援を受け

るなどして、その養護する被養護者等が安全に安心して暮らすことができる

ようにしなければならない。

３ 保護者は、子育てに関する市又は関係機関による指導又は助言その他の支

援を受けた場合には、必要な措置を講じなければならない。

（施設等関係者の責務）

第７条 施設等関係者は、しつけ、教育、指導、支援、配慮等のいかなる理由

にかかわらず、被養護者等に対し、虐待をしてはならない。

２ 施設等関係者は、基本理念にのっとり、虐待を発見しやすい立場にあるこ

とを自覚し、虐待の早期発見に努めなければならない。

３ 施設等関係者は、基本理念にのっとり、その職員が関与する虐待であって

も、隠蔽することなく、速やかに、通告又は通報をしなければならない。

４ 施設等関係者は、基本理念にのっとり、市が実施する虐待の防止等に関す

る施策及び活動の推進に係る取組に協力するよう努めなければならない。

５ 施設等関係者は、虐待の防止等の職務に携わる職員に対する段階に応じた

研修の実施その他の当該職員の資質の向上を図るため必要な措置を講じなけ

ればならない。

（関係団体の責務）
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第８条 関係団体は、基本理念にのっとり、市が実施する虐待の防止等に関す

る施策及び活動の推進に係る取組に協力するよう努めるものとする。

（市民の責務）

第９条 市民は、基本理念にのっとり、基本理念についての理解を深め、市民、

被養護者等及びその養護者等との交流が虐待の防止等において重要な役割を

果たすことを認識し、虐待のない地域づくりのために積極的な役割を担うよ

う努めるとともに、市が実施する虐待の防止等に関する施策及び活動の推進

に係る取組に協力するよう努めるものとする。

２ 市民は、虐待の防止等に関する活動を地域社会全体で取り組まなければな

らない課題として捉え、地域において相互に協力し、被養護者等がいる家庭

が孤立することがないよう当該家庭に積極的に関わるなど、虐待の防止等に

努めるとともに、声かけ又は見守りを行うなど、地域において被養護者等が

安心して生活することができるための環境づくりに努めるものとする。

第２章 児童虐待

（通告及び相談）

第１０条 児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、躊躇なく、速や
ちゅうちょ

かに、市又は児童相談所に、自ら又は児童委員を介して通告しなければなら

ない。

２ 市は、３６５日２４時間、通告又は児童からの虐待を受けた旨の相談（以

下この章において「相談」という。）に対応するため、職員の緊急連絡体制

を整備しなければならない。

３ 市は、通告又は相談を受けるため、関係機関と連携し、体制の整備及び充

実に努めるとともに、通告又は相談をしやすい環境づくりを行わなければな

らない。

４ 通告又は相談を受けた者は、当該通告又は相談を行った者に対する不利益

が生じないよう、その情報の管理への特段の配慮その他の必要な措置を講じ

なければならない。

５ 関係機関は、次の各号のいずれかに該当する場合には、本市の区域を管轄

する児童相談所に通告しなければならない。ただし、当該場合に該当するか

どうかの判断に迷ったときは、市又は本市の区域を管轄する児童相談所に通
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告しなければならない。

(1) 明らかな外傷（打撲傷、あざ（内出血）、骨折、刺傷、火傷等をいう。

以下同じ。）があるなど、身体的虐待が疑われる場合

(2) 生命又は身体の安全に関わるネグレクト（栄養失調、医療放棄等をいう。

以下同じ。）があると疑われる場合

(3) 性的虐待が疑われる場合

(4) 児童自身が保護又は救済を求めている場合

(5) 不審な大声、怒鳴り声又は大きな物音により児童虐待が疑われる場合

（緊急受理会議）

第１１条 市は、児童虐待（そのおそれを含む。）の通告又は相談を受けたと

きは、直ちに、緊急受理会議を開催し、組織としての方針及び具体的な対応

を決定しなければならない。

２ 緊急受理会議の構成員は、児童虐待に関する事務を所管する課（以下この

章において「担当課」という。）の課長、課長補佐、係長及び担当ケースワ

ーカーとする。

３ 緊急受理会議は、担当課の課長が招集し、主宰する。

４ 担当課の課長は、著しい傷害を伴う児童虐待が疑われる場合又は児童の安

全の確保に緊急を要する場合には、直ちに、担当課を所管する部長（以下こ

の章において「担当部長」という。）に会議への参加又は助言を求めるとと

もに、警察署に対し、警察職員の会議への参加及び今後の支援について依頼

しなければならない。

（安全の確認）

第１２条 市は、前条第１項の規定による緊急受理会議を終えたときは、直ち

に、児童の所属する学校等へ出向き、当該児童の安全の確認（児童虐待防止

法第８条第１項に規定する安全の確認をいう。）（以下この条及び次条にお

いて「安全の確認」という。）を実施しなければならない。この場合におい

て、児童との面会を実施するときは、当該児童が安心して会話をすることが

できるよう、日頃から信頼している教員等を同席させるなど、その環境に配

慮しなければならない。

２ 安全の確認は、原則として通告又は相談を受けた日中にしなければならな
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い。ただし、やむを得ない事由により同日中に安全の確認ができない場合は、

午前、午後等、時間帯を変えて家庭訪問をするなど、安全の確認を継続し、

当該通告又は相談を受けた時から４８時間を経過するまでに安全の確認がで

きるようにしなければならない。

３ 保護者その他の当該児童の関係者は、安全の確認に協力しなければならな

い。

４ 市は、前項の規定による協力において、長期間の旅行、帰省等の理由によ

り安全の確認ができない旨の報告を受けたときは、帰省先等の市区町村に対

し、安全の確認を依頼しなければならない。

（送致及び援助の求め）

第１３条 市は、安全の確認において次の各号のいずれかに該当する場合には、

当該児童について、児童相談所に送致し、又は援助を求めなければならない。

(1) 複数回の家庭訪問をしたにもかかわらず、当該通告又は相談を受けた時

から４８時間を経過するまでに、市及び関係機関において目視により当該

児童を確認することができない場合

(2) 目視による当該児童の確認において、当該児童が泣いている、隠し事を

しているような表情をしている等、児童虐待を秘匿するような徴候を観察

した場合

(3) 性的虐待が疑われる場合

(4) 児童自身が保護又は救済を求めている場合

２ 市は、安全の確認において次の各号のいずれかに該当する場合には、警察

署、消防署等に通報し、援助を求めなければならない。

(1) 家庭訪問をした際に、家の中から児童虐待を連想させるような怒鳴り声

又は児童の泣き声が聞こえるにもかかわらず、当該児童又はその保護者に

会えない場合

(2) 目視により当該児童に児童虐待が疑われる複数の又は著しい傷若しくは

傷跡又は火傷若しくは火傷跡を発見した場合

(3) 目視により当該児童に生命又は身体の安全に関わるネグレクトがあると

疑われる場合

（情報の共有）
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第１４条 市は、児童虐待を受け、又は受けるおそれのある児童（以下この条

において「支援対象児童」という。）の保護及び自立の支援のために必要が

あると認める場合には、関係機関と連携し、支援対象児童、その保護者、同

居人その他の支援対象児童の関係者の氏名、住所、心身の状況その他の支援

対象児童の保護及び自立の支援のために必要な情報を遅滞なく収集し、その

業務の遂行に必要な範囲内に限り共有しなければならない。ただし、当該情

報を共有することによって、当該情報に係る支援対象児童、その保護者、同

居人その他の支援対象児童の関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害する

おそれがあると認められるときは、この限りでない。

２ 市は、支援対象児童が市外に転出し、又は転出を予定する場合には、支援

対象児童に対する支援が途切れることのないよう転出先の市区町村に必要な

情報を提供しなければならない。

３ 市は、支援対象児童が市内に転入し、又は転入を予定する場合には、支援

対象児童に対する支援が途切れることのないよう転出元の市区町村に必要な

情報の提供を求めなければならない。

４ 担当課の課長は、児童虐待事案の担当ケースワーカーに変更があった場合

には、担当課の係長を含めて当該児童虐待事案の情報の引継ぎをさせ、その

旨の報告を受けなければならない。

（実務者会議）

第１５条 市は、要保護児童に係る関係機関相互の連携強化を図るとともに、

主担当及び関係機関の役割分担の明確化のほか、市が通告を受けた全ての児

童虐待事案について、関係機関と情報を共有し、連携して活動するための調

整をし、及び次条第１項に規定する個別支援会議の開催の必要性を議論する

ため、毎月、実務者会議を開催しなければならない。

２ 実務者会議の構成員は、要保護児童対策地域協議会の実務者とする。

３ 実務者会議は、担当部長が招集し、主宰する。

４ 前３項に定めるもののほか、実務者会議に関し必要な事項は、別に定める。

（個別支援会議）

第１６条 市は、個別事案に関する情報の共有並びに支援方針及び関係機関の

役割分担の明確化を図るため、個別事案について次の各号のいずれかに該当
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する場合には、個別支援会議を開催しなければならない。この場合において、

児童が入院中である場合など、早急に情報の共有並びに支援方針及び関係機

関の役割分担の明確化を図る必要があるときは、直ちに、個別支援会議を開

催しなければならない。

(1) 前条第１項に規定する実務者会議が必要と判断した場合

(2) 児童相談所が必要と判断した場合

(3) 関係機関が必要と判断した場合

(4) 一時保護（児童福祉法第３３条第１項に規定する一時保護をいう。以下

この号において同じ。）が行われた場合にあっては、当該一時保護が解除

される前に該当する場合

(5) 児童福祉法第２７条第１項第３号の措置により施設に入所した児童が家

庭に復帰する前に該当する場合

(6) 児童相談所から市への送致を検討している場合

(7) 児童福祉法第２６条第１項第２号及び第２７条第１項第２号の規定によ

る市への指導委託の前に該当する場合

(8) 本市を管轄する児童相談所主担当事案で当該児童相談所の管轄内の本市

以外の市から本市に転入した場合

(9) 要保護児童対策地域協議会における事案の終了に当たり、検討が必要と

判断した場合

(10) 転出入事案（第８号に規定する場合を除く。）に該当する場合

２ 個別支援会議は、担当課の課長が当該事案の支援に必要な関係者を招集し、

主宰する。

３ 前２項に定めるもののほか、個別支援会議に関し必要な事項は、別に定め

る。

（児童虐待を受けた児童に対する支援）

第１７条 市は、児童虐待を受けた児童に対し、地域において健やかな成長が

図られ、及び自立した生活を円滑に営むことができるよう、関係機関と連携

し、相談、指導、助言その他の必要な支援を適切に行わなければならない。

２ 市は、前項の規定による支援を行うに当たっては、児童の年齢、心身及び

生活の状況その他の事情に配慮しつつ、児童の意思を尊重しなければならな
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いとともに、児童虐待及び児童が同居する家庭における配偶者に対する暴力

（児童虐待防止法第２条第４号に規定する配偶者に対する暴力をいう。以下

この項において同じ。）が相互に関連して行われていることが多い現状を踏

まえ、当該児童が同居する家庭における配偶者に対する暴力への対応と一体

的に行わなければならない。

（保護者に対する支援）

第１８条 市は、保護者の負担軽減を図るため、関係機関と連携し、情報の共

有、アウトリーチを含む相談の実施その他の必要な支援を適切に行うととも

に、子育て短期支援事業その他のレスパイトケアに努め、保護者が安心して

子育てができる環境の整備に努めなければならない。

２ 市は、関係機関と連携し、児童虐待を受けた児童の保護者に対し、必要な

指導及び支援その他の必要な措置を講ずることにより、児童虐待の再発防止

に努めなければならない。

（妊娠期からの支援）

第１９条 市は、子ども家庭総合支援拠点及び子育て世代包括支援センターを

活用し、妊娠期から切れ目のない支援を行わなければならない。

２ 妊産婦の配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事

情にある者を含む。）及び同居人は、当該妊産婦が安心して生活をすること

ができるよう、その身体的及び精神的な負担の軽減その他の配慮をしなけれ

ばならない。

（乳児家庭全戸訪問事業等の活用）

第２０条 市は、次に掲げる事業のいずれかにおいて家庭等の状況を把握する

ことができない場合は、児童虐待を未然に防止するため、当該家庭の情報を

庁内関係部署においてその業務の遂行に必要な範囲内に限り共有するよう努

めなければならない。ただし、当該情報を共有することによって、当該情報

に係る関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害するおそれがあると認めら

れるときは、この限りでない。

(1) 児童福祉法第６条の３第４項に規定する乳児家庭全戸訪問事業

(2) 児童福祉法第６条の３第５項に規定する養育支援訪問事業

(3) 児童福祉法第６条の３第６項に規定する地域子育て支援拠点事業
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(4) 母子保健法第１１条に規定する新生児の訪問指導

(5) 母子保健法第１２条第１項及び第１３条第１項に規定する健康診査

（児童虐待防止推進月間）

第２１条 市は、児童虐待から児童を守ることの重要性について市民等の関心

を喚起し、理解を促すとともに、児童虐待のない社会の確立を図るため、毎

年１１月を児童虐待防止推進月間とし、関係機関と連携して、必要な広報及

び啓発を実施しなければならない。

２ 市は、前項の児童虐待防止推進月間において、加害者をつくらないことを

目的にした市民向けの研修、講演その他の児童虐待の予防的措置を実施しな

ければならない。

第３章 高齢者虐待

第１節 養護者による高齢者虐待

（通報等）

第２２条 養護者による高齢者虐待を受けたと思われる高齢者を発見した者は、

躊躇なく、速やかに、市又は高齢者なんでも相談室に通報しなければならな

い。

２ 市は、３６５日２４時間、養護者による高齢者虐待（そのおそれを含む。）

に係る通報、届出又は相談（以下この節において「通報等」という。）に対

応するため、職員の緊急連絡体制を整備しなければならない。

３ 市は、通報等を受けるため、関係機関と連携し、体制の整備及び充実に努

めるとともに、通報等をしやすい環境づくりを行わなければならない。

４ 通報等を受けた者は、当該通報等を行った者に対する不利益が生じないよ

う、その情報の管理への特段の配慮その他の必要な措置を講じなければなら

ない。

５ 養護者による高齢者虐待を受けたと思われる高齢者を発見した者は、次の

各号のいずれかに該当する場合には、速やかに、警察署及び市に通報しなけ

ればならない。

(1) 明らかな外傷があるなど、身体的虐待が疑われる場合

(2) 生命又は身体の安全に関わるネグレクトがあると疑われる場合

(3) 性的虐待が疑われる場合
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(4) 高齢者自身が保護又は救済を求めている場合

(5) 不審な大声、怒鳴り声又は大きな物音により養護者による高齢者虐待が

疑われる場合

（コアメンバー会議）

第２３条 市は、通報等を受けたときは、直ちに、養護者による高齢者虐待の

疑いがあるかどうか及び緊急対応が必要な場合かどうかを判断するため、コ

アメンバー会議を開催し、通報等の内容を詳細に検討し、初期対応の方針を

決定しなければならない。

２ コアメンバー会議の構成員は、高齢者虐待に関する事務を所管する課（以

下この章において「担当課」という。）の課長及び担当者、高齢者なんでも

相談室の担当者並びに当該高齢者の関係者とする。

３ コアメンバー会議は、担当課の課長が招集し、主宰する。

４ 担当課の課長は、著しい傷害を伴う養護者による高齢者虐待が疑われる場

合又は高齢者の安全の確保に緊急を要する場合には、直ちに、担当課を所管

する部長（以下この章において「担当部長」という。）に会議への参加又は

助言を求めなければならない。

（安全及び事実の確認）

第２４条 市は、前条第１項の規定によるコアメンバー会議を終えたときは、

直ちに、訪問調査を実施し、当該高齢者の安全の確認（以下この条及び第２

６条において「安全の確認」という。）及び通報等に係る事実の確認を行わ

なければならない。

２ 安全の確認は、原則として通報等を受けた日中にしなければならない。た

だし、やむを得ない事由により同日中に安全の確認ができない場合は、午前、

午後等、時間帯を変えて訪問をするなど、安全の確認を継続し、当該通報等

を受けた時から４８時間を経過するまでに安全の確認ができるようにしなけ

ればならない。

３ 養護者その他の当該高齢者の関係者は、安全の確認に協力しなければなら

ない。

４ 市は、前項の規定による協力において、長期間の旅行、帰省等の理由によ

り安全の確認ができない旨の報告を受けたときは、帰省先等の市区町村に対
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し、安全の確認を依頼しなければならない。

５ 市は、安全の確認において次の各号のいずれかに該当する場合には、警察

署、消防署等に通報し、援助を求めなければならない。

(1) 家庭訪問をした際に、家の中から養護者による高齢者虐待を連想させる

ような怒鳴り声又は高齢者の苦痛を連想させるような声が聞こえるにもか

かわらず、当該高齢者又はその養護者に会えない場合

(2) 目視により当該高齢者に養護者による高齢者虐待が疑われる複数の又は

著しい傷若しくは傷跡又は火傷若しくは火傷跡を発見した場合

(3) 目視により当該高齢者に生命又は身体の安全に関わるネグレクトがある

と疑われる場合

（対応方針の決定）

第２５条 市は、前条第１項の規定による通報等に係る事実の確認を終えたと

きは、養護者による高齢者虐待の有無及び緊急性について判断し、対応方針

を決定する。

（立入調査）

第２６条 市は、養護者その他の当該高齢者の関係者による協力が得られない

等により安全の確認ができない場合は、直ちに、高齢者虐待防止法第１１条

第１項の規定による立入調査を実施する。

（評価会議）

第２７条 市は、個別事案に関する対応方針に基づき、当該高齢者の安全の確

保がされたかどうかその他の当該対応方針に基づく措置の実施状況を評価す

るため、評価会議を開催しなければならない。

２ 評価会議の構成員は、担当部長、担当課の課長及び担当者、高齢者なんで

も相談室の担当者並びに当該高齢者の関係者とする。

３ 評価会議は、前項に規定する構成員１人以上からの開催の求めに応じ、担

当部長が招集し、主宰する。

（情報の共有）

第２８条 市は、養護者による高齢者虐待を受け、又は受けるおそれのある高

齢者（以下この条において「支援対象高齢者」という。）の保護のために必

要があると認める場合には、関係機関と連携し、支援対象高齢者、その養護
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者、同居人その他の支援対象高齢者の関係者の氏名、住所、心身の状況その

他の支援対象高齢者の保護のために必要な情報を遅滞なく収集し、その業務

の遂行に必要な範囲内に限り共有しなければならない。ただし、当該情報を

共有することによって、当該情報に係る支援対象高齢者、その養護者、同居

人その他の支援対象高齢者の関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害する

おそれがあると認められるときは、この限りでない。

２ 市は、支援対象高齢者の見守りを積極的に行っていく必要があることから、

民生委員と連携し、支援対象高齢者の氏名、住所、心身の状況その他の支援

対象高齢者の保護のために必要な情報をその業務の遂行に必要な範囲内に限

り共有しなければならない。ただし、当該情報を共有することによって、当

該情報に係る支援対象高齢者、支援対象高齢者の関係者又は第三者の権利利

益を不当に侵害するおそれがあると認められるときは、この限りでない。

３ 市は、支援対象高齢者が市外に転出し、又は転出を予定する場合には、支

援対象高齢者に対する支援が途切れることのないよう転出先の市区町村に必

要な情報を提供しなければならない。

４ 市は、支援対象高齢者が市内に転入し、又は転入を予定する場合には、支

援対象高齢者に対する支援が途切れることのないよう転出元の市区町村に必

要な情報の提供を求めなければならない。

５ 担当課の課長は、高齢者虐待事案の担当者に変更があった場合には、担当

課の係長を含めて高齢者虐待事案の情報の引継ぎをさせ、その旨の報告を受

けなければならない。

（高齢者虐待を受けた高齢者に対する支援）

第２９条 市は、養護者による高齢者虐待を受けた高齢者に対し、地域におい

て安心して生活が送れるよう、関係機関と連携し、介護保険法の規定に基づ

く給付、相談、指導、助言その他の必要な支援を適切に行わなければならな

い。

２ 市は、前項の規定による支援を行うに当たっては、高齢者の心身及び生活

の状況その他の事情に配慮しつつ、高齢者の意思を尊重しなければならない。

（養護者に対する支援）

第３０条 市は、養護者による高齢者虐待を防止するため、必要な広報その他
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の啓発活動を行わなければならない。

２ 市は、養護者の負担軽減を図るため、関係機関と連携し、情報の共有、ア

ウトリーチを含む相談の実施その他の必要な支援を適切に行うとともに、短

期入所生活介護その他のレスパイトケアに努め、養護者による高齢者虐待の

再発防止に努めなければならない。

第２節 養介護施設従事者等による高齢者虐待

（通報等）

第３１条 養介護施設従事者等による高齢者虐待を受けたと思われる高齢者（

高齢者虐待防止法第２条第６項の規定により高齢者とみなして同法の養介護

施設従事者等による高齢者虐待に関する規定を適用する障がい者を含む。以

下この節において同じ。）を発見した者は、躊躇なく、速やかに、市に通報

しなければならない。

２ 市は、３６５日２４時間、養介護施設従事者等による高齢者虐待（そのお

それを含む。）に係る通報、届出又は相談（以下この節において「通報等」

という。）に対応するため、職員の緊急連絡体制を整備しなければならない。

３ 市は、通報等を受けるため、関係機関と連携し、体制の整備及び充実に努

めるとともに、通報等をしやすい環境づくりを行わなければならない。

４ 通報等を受けた者は、当該通報等を行った者に対する不利益が生じないよ

う、その情報の管理への特段の配慮その他の必要な措置を講じなければなら

ない。

５ 養介護施設従事者等による高齢者虐待を受けたと思われる高齢者を発見し

た者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、速やかに、警察署及び市

に通報しなければならない。

(1) 明らかな外傷があるなど、身体的虐待が疑われる場合

(2) 生命又は身体の安全に関わるネグレクトがあると疑われる場合

(3) 性的虐待が疑われる場合

(4) 高齢者自身が保護又は救済を求めている場合

(5) 不審な大声、怒鳴り声又は大きな物音により養介護施設従事者等による

高齢者虐待が疑われる場合

６ 市は、養介護施設従事者等による高齢者虐待に係る通報又は届出を受けた
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ときは、高齢者虐待防止法第２２条第１項の規定による千葉県への報告をし

なければならない。

（コアメンバー会議）

第３２条 市は、通報等を受けたときは、直ちに、養介護施設従事者等による

高齢者虐待の疑いがあるかどうか及び緊急対応が必要な場合かどうかを判断

するため、コアメンバー会議を開催し、通報等の内容を詳細に検討し、初期

対応の方針を決定しなければならない。

２ コアメンバー会議の構成員は、担当課の課長及び担当者とする。

３ コアメンバー会議は、担当課の課長が招集し、主宰する。

４ 担当課の課長は、著しい傷害を伴う養介護施設従事者等による高齢者虐待

が疑われる場合又は高齢者の安全の確保に緊急を要する場合には、直ちに、

担当部長に会議への参加又は助言を求めなければならない。

（安全及び事実の確認）

第３３条 市は、前条第１項の規定によるコアメンバー会議を終えたときは、

直ちに、訪問調査を実施し、当該高齢者の安全の確認及び通報等に係る事実

の確認を行わなければならない。

（対応方針の決定等）

第３４条 市は、前条の規定による通報等に係る事実の確認を終えたときは、

養介護施設従事者等による高齢者虐待の有無及び緊急性について判断し、対

応方針を決定する。

２ 市は、市が指定する養介護施設又は養介護事業の事業所における養介護施

設従事者等による高齢者虐待が認められた場合は、介護保険法の規定に基づ

く改善勧告、改善命令、指定の効力の全部又は一部の停止、指定の取消し等

の権限を適切に行使する。

３ 市は、千葉県が指定する養介護施設又は養介護事業の事業所における養介

護施設従事者等による高齢者虐待が認められた場合は、直ちに、千葉県へ報

告し、老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）及び介護保険法の規定に基

づく改善勧告、改善命令、指定の効力の全部又は一部の停止、指定の取消し

等の権限の適切な行使について協議する。

（評価会議）
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第３５条 市は、養介護施設又は養介護事業の事業所における虐待防止の取組

状況について評価するため、評価会議を開催しなければならない。

２ 評価会議の構成員は、担当部長、担当課の課長及び担当者とする。

３ 評価会議は、前項に規定する構成員１人以上からの開催の求めに応じ、担

当部長が招集し、主宰する。

第４章 障がい者虐待

（通報等）

第３６条 障がい者虐待を受けたと思われる障がい者を発見した者は、躊躇な

く、速やかに、市に通報しなければならない。

２ 市は、３６５日２４時間、障がい者虐待（そのおそれを含む。）に係る通

報、届出又は相談（以下この章において「通報等」という。）に対応するた

め、職員の緊急連絡体制を整備しなければならない。

３ 市は、通報等を受けるため、関係機関と連携し、体制の整備及び充実に努

めるとともに、通報等をしやすい環境づくりを行わなければならない。

４ 通報等を受けた者は、当該通報等を行った者に対する不利益が生じないよ

う、その情報の管理への特段の配慮その他の必要な措置を講じなければなら

ない。

５ 障がい者虐待を受けたと思われる障がい者を発見した者は、次の各号のい

ずれかに該当する場合には、速やかに、警察署及び市に通報しなければなら

ない。

(1) 明らかな外傷があるなど、身体的虐待が疑われる場合

(2) 生命又は身体の安全に関わるネグレクトがあると疑われる場合

(3) 性的虐待が疑われる場合

(4) 障がい者自身が保護又は救済を求めている場合

(5) 不審な大声、怒鳴り声又は大きな物音により障がい者虐待が疑われる場

合

（コアメンバー会議）

第３７条 市は、通報等を受けたときは、直ちに、障がい者虐待の疑いがある

かどうか及び緊急対応が必要な場合かどうかを判断するため、コアメンバー

会議を開催し、通報等の内容を詳細に検討し、初期対応の方針を決定しなけ
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ればならない。

２ コアメンバー会議の構成員は、障がい者虐待に関する事務を所管する課（

以下この章において「担当課」という。）の課長及び担当者、障がい者基幹

相談支援センターの職員並びに当該障がい者の関係者とする。

３ コアメンバー会議は、担当課の課長が招集し、主宰する。

４ 担当課の課長は、著しい傷害を伴う障がい者虐待が疑われる場合又は障が

い者の安全の確保に緊急を要する場合には、直ちに、担当課を所管する部長

（以下この章において「担当部長」という。）に会議への参加又は助言を求

めなければならない。

（安全及び事実の確認）

第３８条 市は、前条第１項の規定によるコアメンバー会議を終えたときは、

直ちに、訪問調査を実施し、当該障がい者の安全の確認（以下この条及び次

条において「安全の確認」という。）及び通報等に係る事実の確認を行わな

ければならない。

２ 安全の確認は、原則として通報等を受けた日中にしなければならない。た

だし、やむを得ない事由により同日中に安全の確認ができない場合は、午前、

午後等、時間帯を変えて訪問をするなど、安全の確認を継続し、当該通報等

を受けた時から４８時間を経過するまでに安全の確認ができるようにしなけ

ればならない。

３ 養護者その他の当該障がい者の関係者は、安全の確認に協力しなければな

らない。

４ 市は、前項の規定による協力において、長期間の旅行、帰省等の理由によ

り安全の確認ができない旨の報告を受けたときは、帰省先等の市区町村に対

し、安全の確認を依頼しなければならない。

５ 市は、安全の確認において次の各号のいずれかに該当する場合には、警察

署、消防署等に通報し、援助を求めなければならない。

(1) 訪問をした際に、家その他訪問先の中から障がい者虐待を連想させるよ

うな怒鳴り声又は障がい者の苦痛を連想させるような声が聞こえるにもか

かわらず、当該障がい者又はその養護者に会えない場合

(2) 目視により当該障がい者に障がい者虐待が疑われる複数の又は著しい傷
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若しくは傷跡又は火傷若しくは火傷跡を発見した場合

(3) 目視により当該障がい者に生命又は身体の安全に関わるネグレクトがあ

ると疑われる場合

（立入調査）

第３９条 市は、養護者その他の当該障がい者の関係者による協力が得られな

い等により安全の確認ができない場合は、直ちに、障害者虐待防止法第１１

条第１項の規定による立入調査を実施する。

（虐待対応ケース会議）

第４０条 市は、個別事案に関する情報の共有並びに支援方針及び関係機関の

役割分担の明確化を図るため、虐待対応ケース会議を開催しなければならな

い。

２ 虐待対応ケース会議の構成員は、次の各号に掲げる者とする。

(1) 千葉県野田健康福祉センターを代表する者

(2) 千葉県野田警察署を代表する者

(3) 一般社団法人野田市医師会を代表する者

(4) 一般社団法人野田市歯科医師会を代表する者

(5) 社会福祉法人野田市社会福祉協議会を代表する者

(6) 中核地域生活支援センターを代表する者

(7) 自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会を代表する者

(8) 担当部長

(9) 市職員（前号に掲げる者を除く。）

(10) その他当該障がい者の関係者

３ 虐待対応ケース会議は、前項各号に掲げる者１人以上からの開催の求めに

応じ、担当部長が招集し、主宰する。

（評価会議）

第４１条 市は、障がい者虐待に係る関係機関相互の連携強化を図るとともに、

主担当及び関係機関の役割分担の明確化のほか、個別事案に関する支援方針

に基づき、当該障がい者の安全の確保がされたかどうかその他の当該支援方

針に基づく措置の実施状況を評価し、及び個別事案の終結の判断に資するた

め、評価会議を開催しなければならない。
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２ 評価会議の構成員は、担当部長、担当課の課長及び障がい者虐待に係る関

係機関の実務者とする。

３ 評価会議は、前項に規定する構成員１人以上からの開催の求めに応じ、担

当部長が招集し、主宰する。

４ 担当部長は、必要があると認めるときは、個別事案の関係者の出席を求め

ることができる。

５ 市は、個別事案について、評価会議の意見を踏まえ、障がい者虐待が解消

され、及び障がい者虐待の発生要因が除去されたことにより障がい者虐待が

発生しないと判断したときは、その終結を決定する。

（情報の共有）

第４２条 市は、障がい者虐待を受け、又は受けるおそれのある障がい者（以

下この条において「支援対象障がい者」という。）の保護及び自立の支援の

ために必要があると認める場合には、関係機関と連携し、支援対象障がい者、

その養護者、同居人その他の支援対象障がい者の関係者の氏名、住所、心身

の状況その他の支援対象障がい者の保護及び自立の支援のために必要な情報

を遅滞なく収集し、その業務の遂行に必要な範囲内に限り共有しなければな

らない。ただし、当該情報を共有することによって、当該情報に係る支援対

象障がい者、その養護者、同居人その他の支援対象障がい者の関係者又は第

三者の権利利益を不当に侵害するおそれがあると認められるときは、この限

りでない。

２ 市は、支援対象障がい者の見守りを積極的に行っていく必要があることか

ら、民生委員と連携し、支援対象障がい者の氏名、住所、心身の状況その他

の支援対象障がい者の保護及び自立の支援のために必要な情報をその業務の

遂行に必要な範囲内に限って共有しなければならない。ただし、当該情報を

共有することによって、当該情報に係る支援対象障がい者、支援対象障がい

者の関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害するおそれがあると認められ

るときは、この限りでない。

３ 市は、支援対象障がい者が市外に転出し、又は転出を予定する場合には、

支援対象障がい者に対する支援が途切れることのないよう転出先の市区町村

に必要な情報を提供しなければならない。



23

４ 市は、支援対象障がい者が市内に転入し、又は転入を予定する場合には、

支援対象障がい者に対する支援が途切れることのないよう転出元の市区町村

に必要な情報の提供を求めなければならない。

５ 担当課の課長は、障がい者虐待事案の担当者に変更があった場合には、担

当課の係長を含めて障がい者虐待事案の情報の引継ぎをさせ、その旨の報告

を受けなければならない。

（障害者福祉施設従事者等による障がい者虐待）

第４３条 市は、障害者福祉施設従事者等による障がい者虐待が認められた場

合は、直ちに、都道府県に報告し、社会福祉法、障害者総合支援法その他関

係法律の規定に基づく報告徴収、許可の取消し、措置命令、指定の取消し等

の権限の行使について、当該都道府県と連携しながら適切に行使する。

２ 市は、障害者福祉施設従事者等による障がい者虐待が認められた障がい者

が、本市以外の市区町村が援護する障がい者であった場合は、直ちに、当該

市区町村に引き継ぎ、当該市区町村の方針又は依頼に従い協力する。

（使用者による障がい者虐待）

第４４条 市は、使用者による障がい者虐待が認められた場合は、直ちに、都

道府県へ通知し、当該都道府県と連携を図る。

（障がい者虐待を受けた障がい者に対する支援）

第４５条 市は、障がい者虐待を受けた障がい者に対し、地域において安心し

て生活が送れるよう、関係機関と連携し、障害者総合支援法の規定に基づく

給付、相談、指導、助言その他の必要な支援を適切に行わなければならない。

２ 市は、前項の規定による支援を行うに当たっては、障がい者の障がい特性、

心身及び生活の状況その他の事情に配慮しつつ、障がい者の意思を尊重しな

ければならない。

（養護者に対する支援）

第４６条 市は、養護者による障がい者虐待を防止するため、必要な広報その

他の啓発活動を行わなければならない。

２ 市は、養護者の負担軽減を図るため、関係機関と連携し、情報の共有、ア

ウトリーチを含む相談の実施その他の必要な支援を適切に行うとともに、短

期入所、日中一時支援その他のレスパイトケアに努め、養護者による障がい
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者虐待の再発防止に努めなければならない。

第５章 虐待防止対策庁内連絡会

（虐待防止対策庁内連絡会）

第４７条 市は、統一性及び実効性をもって、市が実施する虐待の防止等に関

する施策及び活動を推進するため、虐待防止対策庁内連絡会（以下「連絡会｣

という。）を設置する。

２ 連絡会は、次の各号に掲げる事項についての情報交換、協議、検証及び改

善を行う。

(1) この条例に基づく虐待の防止等に関する施策及び活動に関すること。

(2) 市内で発生した虐待事例に関すること。

(3) 日常的な虐待対応の動き方、流れ及び連携に関すること。

(4) 虐待に関する職員の意識に関すること。

(5) 虐待に関する課題の解決その他の市が実施する虐待の防止等に関する施

策及び活動の推進に関すること。

３ 連絡会は、毎年度、５月及び１１月に開催する。ただし、必要があると認

めるときは、臨時に開催することができる。

４ 前３項に定めるもののほか、連絡会に関し必要な事項は、別に定める。

第６章 議会への報告

（虐待事案の調査研究及び報告）

第４８条 市長は、市内外を問わず、被養護者等の心身に著しく重大な被害を

及ぼした虐待事案が発生したときは、調査研究し、議会に報告する。

（毎年度の報告及び報告の求め）

第４９条 市長は、毎年度、第１条に規定する目的の達成に向けて前年度に実

施した取組の概要を議会に報告するものとする。

２ 議会は、市長が第１条に規定する目的の達成に向けて前年度に実施した取

組の評価及び検証のために必要があると認めるときは、市長に対し、その取

組の詳細の報告を求めることができる。

第７章 雑則

（虐待対応マニュアルの非公開）

第５０条 第４条第３項の規定により作成する虐待対応マニュアルは、公開し
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ない。

（委任）

第５１条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。

附 則

この条例は、令和６年１月１日から施行する。



令和６年度事業計画（案）について

日時 会議・事業名 内容等 備考

４月 実務者会議（4月定例会）

主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

年間活動方針案の作成

５月

実務者会議（５月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

第１回代表者会議
年間事業確認、令和４年度及び５

年度の状況報告等

６月 実務者会議（６月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

7月 実務者会議（７月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

8月

実務者会議（８月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

第１回DV研修会 DVについての研修会を開催する
学校、幼稚園、保育園従事者等

を対象

第２回DV研修会 DVについての研修会を開催する
民生委員や地区社協等、地域の

支援者を対象

9月

実務者会議（９月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

ポスター展作品募集 小中学生に、学校を通じ募集 6月、教委に募集依頼

10月

実務者会議（10月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

「私の願う家族・家庭」ポ

スター展応募作品審査

ポスター展に向け、優秀作品を選

定

11月

実務者会議（11月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

オレンジリボン・児童虐待

防止推進キャンペーンに

おける啓発事業

ポスター展の開催などによる虐待

防止啓発事業の実施

市報11月1日号に

啓発記事掲載

市職員研修会（児童虐待）
市職員を対象に児童虐待について

の研修会を開催する

実務者研修会（児童虐待）
各関係機関の実務者を対象に研修

会を開催する

学校、幼稚園、保育園等での従

事者を対象

教職員等対象意見交換

会・討論会（児童虐待）

学校生活等における気づきの大切

さや、子どもたちに頼られる大人

について、教職員や保育士を対象

とした意見交換会・討論会を実施。

学校、幼稚園、保育園等での従

事者を対象

12月 実務者会議（12月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

1月

実務者会議（１月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

実務者研修会（児童虐待）
各関係機関の実務者を対象に児童

虐待についての研修会を開催する

民生委員や地区社協等、地域の

支援者を対象

2月

実務者会議（２月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

第２回代表者会議
事例報告、次年度の事業計画案策

定等

3月 実務者会議（３月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び

個別支援会議の必要性を議論

資料２



※このほか、個別支援会議については、年間を通してケース毎に開催します。



（１）家庭児童相談室による相談対応件数
虐待相談対応件数

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度（12月末）

１．身体的虐待 167 140 175 167 142
２．性的虐待 2 1 7 7 3
３．ネグレクト 89 100 92 82 64
４．心理的虐待 172 225 213 216 193

計 430 466 487 472 402
※件数は福祉行政報告例から

虐待相談対応件数　（令和元年度～令和5年度（12月末））
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計 １．身体的虐待 ２．性的虐待 ３．ネグレクト ４．心理的虐待

資料３



（２）年齢別人数
年齢区分 年齢 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度（12月末）

0歳 24 31 32 30 24
1歳 34 34 32 29 24
2歳 29 46 34 27 21
3歳 20 32 35 35 28
4歳 29 30 27 41 27
5歳 25 31 27 25 28
6歳 22 24 24 40 24
7歳 28 25 33 34 28
8歳 25 30 27 32 29
9歳 32 17 27 33 26
10歳 24 27 26 30 24
11歳 27 32 27 26 25
12歳 17 19 30 19 24
13歳 27 28 25 22 18
14歳 22 17 32 19 19
15歳 13 23 21 14 16
16歳 14 9 19 10 9
17歳 12 11 8 5 8
18歳 6 0 1 1 0

430 466 487 472 402

※件数は福祉行政報告例から

年齢区分別人数　（令和元年度～令和5年度（12月末））

計

2
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（３）虐待通告受付経路
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度（12月末）

児童相談所 155 241 209 181 146

その他（県） 0 0 5 0 2
福祉事務所(市） 2 4 5 12 12
保健センター 31 15 15 46 16
その他（市） 34 22 29 27 28
保育所 17 22 9 20 13
児童福祉施設※１ 3 5 9 12 15
指定発達支援医療機関 0 0 0 0 0
認定こども園 2 4 3 0 4
警察 0 0 0 0 1
保健所 0 4 0 0 0
医療機関 14 4 10 10 7
幼稚園 1 14 13 11 6
学校 101 76 110 100 101
教育委員会等 25 1 2 11 6
児童委員 6 3 8 4 2
家族・親戚 25 24 21 25 32
隣人・知人 14 27 33 13 11
児童本人 0 0 3 0 0
その他 0 0 3 0 0

計 430 466 487 472 402

※件数は福祉行政報告例から
※1　児童家庭支援センターを除く

虐待通告受付経路割合　（令和元年度～令和5年度（12月末））
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　　　　 81　（うち警察） 　　　　 ― 　　　　 ― 　　　　 ― 　　　　 125　　　　 ― 　　　　 ― 　　　　 ―



（４）主たる虐待者
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度（12月末）

192 193 186 186 178

※件数は福祉行政報告例から

虐待者別割合　（令和元年度～令和5年度（12月末））

（５）進行管理件数の推移について
令和2年3月 令和3年3月 令和4年3月 令和5年3月 令和5年12月

362 311 349 380 433

85 42 44 61 48

5 6 0 3 0

452 359 393 444 481

実父

要保護児童

ハイリスク

特定妊婦

計

4

実父以外の父親 25 39 7 23 22

実母 206 229 284 253 192

実母以外の母親 3 0 4 4 3

その他 4 5 6 6 7

計 430 466 487 472 402
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児童虐待防止推進月間の事業報告について

１ 「児童虐待防止推進月間」について

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われ

る重大な事件も後を絶たないなど、深刻な状況が続いています。児童虐待は早急に解決

すべき問題であり、社会全体で子どもを守らなければなりません。野田市においては、

家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、深い関心と理解を得ることができるよう、期

間中に児童虐待防止のための広報・啓発活動など種々な取組を集中的に実施しておりま

す。なお、厚生労働省においては、平成 16 年度から令和 4年度まで「児童虐待防止推

進月間」として実施されていた取組が、令和 5年度より、こども家庭庁において、呼称

を「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」に変更し、引き続き児童虐待防

止事業に取り組んでおります。

２ 令和５年度の野田市の啓発事業の内容

野田市では、「野田市児童虐待防止及びドメスティック・バイオレンス総合対策大綱」

にて「啓発活動の積極的推進」を重要課題の一つとして位置付けています。

① のだ市報に掲載

○オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンにあわせ、ポスター展開催のお

知らせ等の記事の掲載

（１１月１日号に掲載）

②市役所正面玄関広告付き表示板への児童虐待防止のための啓発記事の通年放映の実

施

③野田市広告付番号案内表示機への児童虐待防止のための啓発記事の通年放映の実施

④川間駅南口、七光台駅西口、清水公園駅東口、梅郷駅西口の防災行政無線文字表示

機能付電光掲示板を利用し、児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の表示

⑤災害対応型自動販売機メッセージボードへの児童相談所虐待対応ダイヤル「１８

９」の表示

⑥市で使用する封筒への児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の表示

⑦国が作成した児童虐待防止のポスター、チラシを保育所、幼稚園、学校等の関係機関に配布

⑧市内小中学校児童生徒による「わたしの願う家族・家庭」ポスター展及び民生委員

児童委員による児童虐待防止の啓発標語の掲示の実施

＊開催期間

令和 5年 11 月 8 日（水）～11 月 14 日（火）いちいのホール

令和 5年 11 月 15 日（水）～11 月 21 日（火）市役所ふれあいギャラリー

資料４

令和５年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語 こども家庭庁最優秀作品

『あなたしか 気づいてないかも そのサイン』
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＊ポスター展応募作品数

参加数 328 点（小学校 326 点、中学校 2点）

展示数 43 点（小学校 41 点、中学校 2点）

⑨児童虐待相談「こどもＳＯＳ」カード及びポスターの

作成・配布

こどもＳＯＳカードを 9,000 枚、ポスターを 100 枚作成し、

関係機関に配布

⑩啓発懸垂幕を、市役所及びいちいのホールに掲示

＊掲示期間

令和 5年 11 月 1 日（水）～11 月 30 日（木）

⑪啓発物資（マグネット・バスマスク）の掲示

・まめバス…バスマスク 13 枚

・趣旨にご賛同いただいた事業所に依頼

…タクシー事業者２か所 マグネット 40 枚

【啓発物資のイメージ】

マグネット↓ バスマスク→

みんなで守ろう

子どもの笑顔
-おかしいと感じたら迷わず連絡を-

野田市

11月は児童虐待防止推進月間



3

３ 野田市要保護児童対策地域協議会実務者研修会の開催

＊開催日時

令和 5年 11 月 9 日（木）市役所８階大会議室 ①10：00～12：00

②13：30～15：30

＊テーマ

「虐待発見時の通告の大切さとその後の対応について」

＊講師 山田 不二子 氏 （日本子ども虐待防止学会理事・医師

野田市児童虐待死亡事例検証委員）

＊参加者 112 名（①52 名、②60 名）

（野田市要保護児童対策地域協議会関係機関の実務者等）

４ 野田市教職員等意見交換会・討論会の開催

＊開催日時

令和 5年 11 月 7日（火）市役所 8階大会議室 ①13：30～15：00

②15：30～17：00

＊討論テーマ

「気づきの大切さ」

「子どもたちに頼られる大人・相談しやすい大人」

＊参加者 45名（①26名、②19名）
（①市内小中学校教務主任相当教諭、②幼稚園、保育所長相当職員）

※３及び４の事業につきましては、事件を今後も風化させないため、毎年実施してきた啓

発活動等以外に、今までにない野田市としての特色を全面的に出したイベントを開催す

ることで、オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンの充実を図ったものです。


